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震災前の人口約１万人

かつては「捕鯨基地」として栄え、

「秋刀魚」の水揚げ日本一にもなった

三陸有数の港町

女川町について



死者・行方不明約1,000人

町の７割の建物・家屋が流出、ライフライン全停止

甚大な被害を受けました。

3.11 あの日のこと



避難所生活で足りなかったのは物資よりも“情報”

「携帯も通じない」、「デマも飛び交う」

それをなんとかしたいという想いから、

私達はラジオ局を立ち上げました。

“情報がない”ということの不安と恐怖



避難所で「声」をかけ、最初に集まったのは11名の若者たち

放送のことは素人だけれど、

自分達の町のことは「自分達」が一番詳しい

自分達の必要な、欲しい情報を放送しよう！

集まったメンバーたち



①炊き出しや諸手続など避難生活に必要な情報を提供

②その合間にリクエスト音楽など娯楽も提供

③慰問にきた芸能人、全国からの応援メッセージを放送

＝避難生活を少しでも楽にすることを目的としていた。

放送内容と役割の変化(初期)



①ゲストやインタビューなど通じて、毎日たくさんの「町民」に
出演してもらうようになった。

②女川町長、町内の水産業者などが出演する番組も開始

③仮設商店街の商店主出演による無料CMを開始

＝町内の人々の「声」がいつでも聞けるようにした。

放送内容と役割の変化(２年目～)



震災後、人口減少率全国１位になってしまった「女川町」

私達の役割は地域を繋いでいくこと

仮設住宅は高台に残された土地に分散して建てられているため、
もともと濃密だったご近所どおしのコミュニティが壊れつつあります。

また、仕事や進学の都合、住環境、交通の便の悪さから、
やむなく都市部へ引っ越した人も千人単位に上ります。

(写真＝石巻市内にある女川町の仮設住宅。
土地不足のため、道路予定地に建てられています。)

ラジオ（＋インターネット）を通じて、毎日、女川町の現在を「肉声」で伝えることで、
バラバラになった人達を繋げていく、それが私達が一番大切にしていることです。



私達の役割は安全・いのちを守ること
「東日本大震災」を生き残った私達。
あの震災で、なによりもいのちを守ることの大切さを知りました。

しかし、女川町はまだ余震の可能性があるほか、地盤が大きく沈下したことから、
ちょっとした台風や大雨程度でも、道路や町中が冠水してしまい、
石巻や他の地域との往来ができなくなるなど、まだまだ震災の後遺症に悩まされています。

私達は二次災害を防ぐために、震度５以上の地震や津波発生時、また台風などの発生時には通常の放送を中断して、
災害情報をラジオとTwitterで発信しています。

町民の協力も得ながらリアルタイムで情報を伝えることから、多くの方にたよりにしていただいており、
２０１４年9月の台風19号発生時には、女川さいがいＦＭの取材情報がそのままＮＨＫの「おはよう日本」で紹介され、
全国にリアルタイムで被災地・女川町の現状を伝えることにもなりました。



・ラジオに出演している「出演者」、「制作者」自身が

おなじくあの津波を経験した町民でもあります。

若いスタッフが「がんばっぺ！」のかけ声を響かせ、

町内の様々な話題を届け、町を元気にしていきます。

私達の役割 町を元気にしていくこと

写真左 女川町のサッカーチーム「コバルトーレ女川」のスタジアムDJも担当し、
試合も、ラジオも盛り上げているのは、開局当初からの看板ＤＪ・木村たいえつ(真ん中)。
写真右 全国大会に出場した女子小学生バスケットボールの試合の模様を、
決勝の地 東京・代々木体育館から生中継。楽しみにしている町民に速報しました。



・私達の放送は、

震災後、町を離れざる得なかった町外避難・移住者や出身者はもちろん、

被災地・女川町や石巻地区に関心のある人々などにも聞かれており、

現在は 「外に向けて」の発信にも力をいれています。

・インターネットでラジオの内容を聞くことができるサイマルラジオ聴取者

一日伸べ ２５，０００／人

・Twitterフォロワー １２，０００人

東京・大阪など各地で開催される東北物産販売などの際は

それぞれの地域のファン・リスナーが会場に押しかけるなど、

復興や観光をPRする面でも貢献しています。

そして発信していくこと



・一部の番組は、全国のコミュニティFM局へも配信したり、首都圏・仙台圏の
民放ラジオ局・NHKへ部分提供、共同制作も行っています。

女川のお魚情報をＰＲ!「かこうけんラジオ」は全国32局ネット

元・女川中「国語」教諭で、娘さんが大川小で犠牲になった佐藤敏郎先生による

「いのち」の課外授業「大人のたまり場」も10局ネットで放送中!

女川発 全国ネット番組も制作中



中学生・高校生も活躍
さいがいＦＭには中・高校生も開局当初からボランティアとして参加。
学校が休みの土日を中心に番組を担当したり、取材やイベント・ＭＣとしても活躍しています。

初代の高校生は、その後、進学のため上京。今はそれぞれの夢に向かい頑張っています。
中には、さいがいＦＭでの活動の経験を生かし、また女川町のことを伝えていくために本職の
アナウンサーを目指している子もいます。

町の未来を担う若者がプレハブのラジオ局で奮闘している姿は、これまで新聞・テレビなど
全国でも度々報道され、初代の高校生たちをモデルにしたドラマも作られるなどしました。
また、そんな彼らを応援したいと、人気アイドルグループ「ももいろクローバーＺ」との繋がりが生まれ、
それが女川町と、ももクロがイベントなどを継続的に行うきっかけともなりました。。

２０１５年現在は中学２年、高校３年の５人が活動中。

将来の夢に向かって悩む世代らしく、
町民に「あなたの16才の頃は？」を訪ね歩く、
インタビューコーナーなどが好評です。



 2013年3月NHK総合テレビにて放送(6回再放送)

 芸術祭大賞/米・エミー賞最終選考作品

 DVD・ブルーレイ 好評発売・レンタル中

 (発売元NHKエンタープライズ・amazon.co.jpにてお買い求めいただけます。)

その活動はテレビドラマにもなりました。



震災から４年、ようやく震災後の新しいまちづくりの第一歩

「女川駅」が再建と明るい話題ばかりが目立ちますが・・

そんな私たちが最近感じていること・・



まだまだ復興工事が続き、町の中には、あまり「人の姿」
がないのが実情です。

みんなどこへ行ってしまったのでしょうか？

忙しく働いている？

・・・ならいいのですが、仮設住宅の中に閉じこもって、

出てこなくなってしまっている人もたくさんいるのです。

明るい話題を発信する一方で、

私達はその影に埋もれる「置いてけぼり」の人たちへ

どうアプローチするかを考えています。

置いてけぼりの人はいないかい？



・高齢者層に喜んでもらえる懐かしい女川町の話題や、

音楽などを取り入れた番組の開発

例）佐藤敏郎の大人のたまり場 毎週金曜夜放送中など

(毎週スタジオが歌声喫茶状態になるなど盛況です。)

新しい取り組みとして・・



また４／５日にはリスナーからのお便りをキッカケとし・・、

女川町総合体育館にて、

1960年(昭35)に当時の女川町にてロケ・撮影が行われた

映画「あの波の果てまで」上映イベントを実施。

スクリーンに映し出された55年前の女川町の姿を一目見ようと

午前・午後合わせて500名以上の高齢者が集まりました。

新しい取り組みとして・・



女川さいがいFMの、これから
2015年5月に、３度目のスタジオ移転。

今後も放送を通じて、

そして仮設集会所などでのイベントや番組公開録音など、

地域・人・外を繋げていけたらと考えています。

今後も女川さいがいFMの活動にご支援よろしくお願いします。
女川さいがいFMの活動は全国の皆さんの寄付によって継続されています。詳しくはホームページで



〒986-2269 宮城県牡鹿郡女川町女川浜字大原316

女川町役場仮庁舎隣（女川小学校・校庭内)

info@onagawafm.jp

女川さいがいFM 79.3MHz 
http://onagawafm.jp


